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背景

• 政府は、未来投資戦略において、「訪日・在留外国人患者が安心・安全に日本の医療機関を受診できるよう (中略) 「外国人患
者受入体制が整備された医療機関」の整備」に加え、「地域の実情を踏まえながら外国人患者の受入れ体制の裾野拡大に着
手し、受入環境の更なる充実を目指す」と掲げている。

• 今後の課題として、① 外国人受入体制が整っていない医療機関への支援②都道府県の取組の支援が必要

研究概要

• 医療機関における外国人患者受入れの在り方に関する研究

– 医療機関向けの「外国人患者受入マニュアル」作成

･ 外国人患者数がそれ程多くなく、外国人受入体制が整っていない医療機関でも使用できる内容とし、

訪日・在留外国人に対応するマニュアルを作成

• 自治体における外国人患者受入れ体制整備に関する研究

– 自治体向けの「外国人患者受入マニュアル」作成

･ 平成30年度より都道府県単位で行う「地域における外国人患者受入体制のモデル事業｣に研究班が

伴走し、課題抽出・データ分析・解決案提示等を行いマニュアルを作成
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①インタビューを含めた独自
調査等の研究活動
具体的な課題の抽出・共有・
データ提供

②研究班メンバーのモデル
事業運営会議への参加
データの分析・
課題解決案の提示

「外国人受入れ体制構築
のモデル事業」、
協力依頼等

研究班と課題意識を共有
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